
委
員
会
は
中
島
副
委
員
長
の

司
会
で
開
会
し
、
議
長
に
は
互

選
に
よ
り
宮
城
県
支
部
の
山
田

委
員
が
就
任
。

主
催
者
を
代
表
し
て
橋
本
執

行
委
員
長
は
以
下
の
挨
拶
を
述

べ
た
。

油
断
せ
ず
、
闘
い
を

強
化
す
る

①
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
政
治

解
決
を
求
め
る
闘
い
に
つ
い
て

◆
２
・
16
集
会
は
解
決
報
告
集

会
に
す
る
べ
く
、
そ
の
実
現
に

向
け
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
残

念
な
が
ら
解
決
報
告
に
な
ら
ず
。

し
か
し
解
決
を
実
現
す
る
た

め
の
集
会
と
し
て
、
四
千
名
が

参
加
し
、
熱
い
熱
気
で
成
功
。

仙
台
か
ら
は
地
本
で
準
備
し

た
20
名
に
宮
城
県
支
部
が
大
幅

に
上
乗
せ
し
て
57
名
、
更
に
郡

山
連
帯
す
る
会
か
ら
２
名
、
置

賜
地
区
共
闘
か
ら
19
名
が
参
加
。

感
謝
し
た
い
。

◆
経
過
。
11
・
26
集
会
で
、
出

席
し
た
全
政
党
か
ら
24
年
を
越

さ
せ
な
い
解
決
へ
の
決
意
が
。

12
月
25
日
に
は
与
党
３
党
が

鉄
道
・
運
輸
機
構
に｢

当
事
者

間
で
和
解
に
向
け
た
話
し
合
い

を
開
始
す
る
よ
う｣

要
請
。

１
月
13
日
に
は
与
党
３
党
担

当
者
と
政
府
・
国
交
省
担
当
者

が
協
議
、
早
期
に
解
決
す
る
こ

と
を
確
認
。
内
容
は
①
政
治
的

に
解
決
す
る
②
与
党
３
党
が
解

決
案
を
作
る
③
３
月
ま
で
に
解

決
に
努
め
る
、
の
３
点
。

１
月
25
日
に
は
「
四
者
・
四

団
体
」
が
与
党
３
党
に
対
し
、

｢

当
事
者
が
路
頭
に
迷
わ
な
い

解
決
要
求｣

の
提
出
と
説
明
、

１
月
27
日
に
は
、
鉄
道
・
運
輸

機
構
に
話
し
合
い
テ
ー
ブ
ル
の

設
置
を
強
く
求
め
た
。

更
に
、
１
月
27
日
の
参
議
院

予
算
委
員
会
で
の
公
明
党
弘
友

議
員
の
質
問
に
対
し
て
の
前
原

国
交
大
臣
と
鳩
山
総
理
の
答
弁

が
あ
り
、
２
月
４
日
の
社
民
党

又
市
議
員
の
質
問
に
、
鳩
山
総

理
が｢

政
権
の
思
い
と
し
て
解

決
し
た
い｣

と
答
弁
。

◆
現
在
与
党
３
党
が
解
決
案
の

作
成
中
で
あ
り
、
２
月
中
に
は

取
り
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
に
。

◆
２
・
16
集
会
で
は
、
高
橋
委

員
長
が｢

集
会
の
名
に
於
い
て

到
達
点
と
意
義
を
確
認
し
合
い

た
い
。
24
年
目
を
越
さ
せ
な
い

た
め
に
奮
闘
す
る｣

と
し
、
二

瓶
議
長
は｢

雇
用
・
年
金
・
解

決
金
の
３
項
目
を
解
決
案
に
入

れ
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
全
力

を
挙
げ
る
。
入
る
感
触
を
も
っ

て
い
る
。
24
年
目
で
解
決
を
語

れ
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。
路
頭

に
迷
わ
な
い
解
決
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い｣

と
決
意
を
述
べ

た
。

◆
地
本
も
解
決
実
現
の
た
め
、

油
断
せ
ず
、
最
後
ま
で
闘
い
を

強
化
す
る
こ
と
を
確
認
し
合
い

た
い
。

②
10
春
闘
に
つ
い
て

◆
今
春
闘
は
経
済
不
況
で
闘
わ

れ
、
大
変
厳
し
い
。
経
団
連
は

｢

定
期
昇
給
に
切
り
込
む｣

と
し
、

連
合
は
ベ
ア
要
求
見
送
り
、
定

昇
確
保
の
「
守
り
」
の
春
闘
。

◆
連
合
結
成
か
ら
20
年
、
「
終

焉
」
と
言
わ
れ
た
春
闘
の
再
構

築
を
真
剣
に
考
え
取
り
組
む
時

期
に
。

◆
一
方
、
私
鉄
総
連
の
よ
う
に

統
一
要
求
を
掲
げ
闘
う
姿
勢
を

示
し
、
春
闘
再
構
築
に
繋
げ
る

動
き
も
。
国
労
は
中
央
委
員
会

で
五
千
円
の
賃
金
引
き
上
げ
要

求
と
、
重
点
要
求
、
さ
ら
に
制

度
改
善
要
求
を
掲
げ
、
２
月
10

日
、
各
社
一
斉
に
申
し
入
れ
。

ま
た
18
日
に
東
日
本
会
社
に

対
し
、
夏
季
手
当
３
・
２
ヶ
月

の
要
求
を
提
出
。

◆
内
部
留
保
金
の
一
部
還
元
で
、

雇
用
と
賃
上
げ
は
十
分
に
可
能
。

政
権
交
代
し
て
も
、
仕
組
み

を
換
え
な
け
れ
ば
、｢

貧
困
と

格
差｣

は
解
消
で
き
な
い
。
労

組
が
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
。

◆
今
春
闘
を
仙
台
か
ら
精
一
杯

闘
い
抜
く
た
め
の
討
論
と
実
践

を
要
請
す
る
。

③
組
織
強
化
・拡
大
に
つ
い
て

◆
１
月
１
日
、
自
動
車
支
部
に

岩
崎
宏
さ
ん
が
加
入
。
一
昨
年

の
兜
森
さ
ん
の
加
入
に
続
き
、

自
動
車
支
部
は
活
気
に
満
ち
溢

れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
、
各
職

場
で
の
創
意
工
夫
し
た
取
り
組

み
に
感
謝
。

◆
今
年
も
新
規
採
用
者
を
迎
え

る
時
期
。
昨
年
の
福
島
駅
で
の

教
訓
等
を
活
か
し
、
厳
し
い
条

件
だ
が
我
々
の
組
織
と
運
動
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も

全
力
で
取
組
み
を
。

◆
安
全
安
定
輸
送
・
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
・
健
全
な
労
使
関
係

の
確
立
等
、
重
要
な
課
題
が
山

積
。
ま
た
参
議
院
選
挙
で
の
、

護
憲
勢
力
の
躍
進
を
目
指
し
、
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２
月
20
日
、
仙
台
市
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て
、
第
１
２
１

会
定
期
地
方
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

委
員
会
は
出
席
し
た
委
員
の
真
摯
な
討
論
の
結
果
、
議
案
は

全
て
承
認
さ
れ
、
当
面
す
る
諸
課
題
と
10
春
闘
勝
利
に
向
け
た

取
り
組
み
の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
た
。

２
・
８

共
済
担
当
者
会
議
（
福
島
県
）

２
・
９

共
済
担
当
者
会
議
（
宮
城
県
）

２
・
10

共
済
担
当
者
会
議
（
山
形
県
）

２
・
13
／
14

国
労
仙
台
家
族
会
総
会

２
・
14

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

２
・
16

中
央
集
会
／
全
国
代
表
者
会
議

２
・
17

バ
ス
団
交

２
・
18

第
４
回
春
闘
事
務
局
会
議

２
・
20

第
１
２
１
回
地
方
委
員
会

２
・
24

東
日
本
業
務
部
長
会
議

来

賓

（
敬
称
略
）

☆
社
会
民
主
党

大
槻
正
俊

☆
日
本
共
産
党

福
島
か
ず
え

☆
宮
城
県
平
和
労
組
会
議

菅
原

厚

☆
全
交
運
共
済
生
協

伊
賀

泰

☆
国
労
議
員
団

石
川

建
治

☆
国
労
東
日
本
本
部

松
井

正
義

24
年
目
の
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
通

告
日
」
に
あ
た
る
２
月
16
日
、

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
解
決
へ
！

２
・
16
中
央
集
会
」
が
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

み
ぞ
れ
ま
じ
り
の
冷
た
い
雨

の
中
、
四
千
名
の
仲
間
が
結
集

し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
、
国
労
本

部
高
橋
委
員
長
は
「
与
党
三
党

を
軸
に
、
具
体
的
解
決
案
作
成

の
大
き
な
正
念
場
を
迎
え
て
い

る
。
24
年
を
越
さ
せ
な
い
解
決

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
支
援
を
」

と
訴
え
た
。

ま
た
国
鉄
闘
争
共
闘
会
議
の

二
瓶
議
長
は
「
路
頭
に
迷
わ
な

い
解
決
に
は
、
雇
用
・
年
金
・

解
決
金
を
与
党
案
に
入
れ
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
。
そ
の
感
触
は

あ
る
し
、
入
ら
な
け
れ
ば
和
解

を
蹴
る
つ
も
り
だ
」
と
強
い
決

意
を
述
べ
た
。

当
事
者
で
あ
る
闘
争
団
全
国

連
絡
会
議
の
小
野
副
議
長
は

「
今
が
解
決
の
最
大
の
チ
ャ
ン

ス
で
あ
り
、
最
後
の
政
治
解
決

の
チ
ャ
ン
ス
。
『
解
決
し
て
良

か
っ
た
』
と
み
ん
な
が
笑
顔
で

終
わ
れ
る
解
決
を
」
と
力
強
く

決
意
を
述
べ
た
。

家
族
か
ら
は
音
威
子
府
の
杉

山
智
子
さ
ん
が
「
安
心
し
て
生

活
で
き
る
喜
び
と
、
描
い
て
い

た
将
来
の
さ
さ
や
か
な
夢
を
返

し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
が
私
た
ち

家
族
の
願
い
で
あ
る
。
『
苦
し

く
て
も
頑
張
っ
て
き
て
本
当
に

良
か
っ
た
』
と
喜
び
合
え
る
解

決
が
図
れ
る
よ
う
力
添
え
を
願

い
た
い
」
と
述
べ
た
。

【
国
労
仙
台
闘
争
団
に
ゅ
ー
す

Ｎ
ｏ
１
２
２
よ
り
抜
粋
】



全
力
で
闘
う
意
志
統
一
を
要
請

す
る
。

東
日
本
本
部
の
取
組

み
と
課
題

政
党
等
か
ら
激
励
・
連
帯
の

挨
拶
を
受
け
、
ま
た
佐
藤
婦
人

部
長
が
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
上
げ
披
露
し

た
。
そ
の
後
、
単
産
報
告
と
し

て
、
宮
城
交
通
労
組
菅
原
厚
書

記
長
よ
り
、
「
宮
城
交
通
の
現

状
と
10
春
闘
に
向
け
た
取
組
み
」

と
題
し
た
報
告
を
受
け
た
。

続
い
て
東
日
本
本
部
を
代
表

し
て
挨
拶
に
立
っ
た
松
井
書
記

長
は
、
以
下
の
報
告
を
行
っ
た
。

◆
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
に
つ
い
て

緊
迫
し
た
情
勢
。
１
月
13
日

の
与
党
三
党
と
国
交
省
、
政
務

官
の
会
合
で
は
年
度
末
ま
で
に

政
府
案
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
２
月
末
ま
で
に
変
更
。

背
景
は
、
財
源
問
題
で
、
予

算
執
行
の
関
係
。
解
決
を
良
し

と
し
な
い
動
き
も
あ
る
。
横
浜

人
活
の
判
例
も
そ
う
で
あ
る
。

◆
一
括
和
解
後
の
現
状
と
課
題

06
年
東
、
08
年
貨
物
と
和
解
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
和
解
の
実

感
が
な
い
と
い
う
声
を
受
け

「
あ
っ
せ
ん
申
請
」
を
し
た
が
、

劇
的
な
変
化
は
な
い
。
和
解
を

享
受
で
き
て
い
る
職
場
と
そ
う

で
な
い
職
場
の
違
い
の
再
検
証

が
必
要
。
享
受
で
き
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
会
社
側
に
再
度
求
め

て
い
く
。
正
常
か
つ
健
全
な
労

使
関
係
は
企
業
の
健
全
な
発
展

に
不
可
欠
。
職
場
に
根
付
か
せ

る
取
組
み
が
急
務
。

◆
安
全
・
安
心
し
て
働
け
る

職
場
作
り

コ
ス
ト
優
先
の
市
場
原
理
主

義
の
構
造
改
革
路
線
、
規
制
緩

和
に
よ
り
、
車
両
や
設
備
の
検

査
周
期
の
延
伸
等
が
あ
っ
た
。

結
果
、
安
全
・
安
心
・
信
頼

が
損
な
わ
れ
て
い
る
。
検
修
合

理
化
提
案
は
、
施
設
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
合
理
化
を
彷
彿
。
東
日
本

本
部
は
合
理
化
対
策
会
議
を
設

置
し
、
職
能
別
協
議
会
と
地
方

本
部
、
関
係
す
る
職
場
の
協
力

の
も
と
、
現
在
第
二
次
解
明
要

求
を
提
出
し
交
渉
す
る
段
階
に
。

施
策
は
エ
ル
ダ
ー
と
リ
ン
ク

す
る
が
、
規
制
緩
和
に
基
い
た

外
注
化
施
策
で
あ
り
、
車
両
の

品
質
と
職
場
を
守
る
闘
い
を
取

組
む
。
検
修
外
注
化
等
、
運
転

士
・
車
掌
以
外
の
職
場
に
出
向

を
伴
う
施
策
が
導
入
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き

に
合
わ
せ
、
弁
護
士
と
相
談
し

な
が
ら
定
期
的
に
勉
強
会
を
開

催
す
る
。

◆
10
春
闘

賃
上
げ
要
求
額
５
千
円
を
柱

に
闘
い
を
展
開
。
ま
た
東
日
本

で
は
制
度
改
善
の
署
名
を
実
施

し
て
お
り
取
組
み
の
強
化
を
。

ま
た
夏
季
手
当
の
要
求
提
出

し
た
が
、
他
労
組
が
要
求
書
を

提
出
し
た
こ
と
に
よ
る
。
た
だ

し
会
社
毎
に
要
求
額
が
異
な
り
、

今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
議
論

課
題
。

26
日
の
戦
術
委
員
会
で
は
、

賃
上
げ
や
合
理
化
事
案
に
対
す

る
ス
ト
の
設
定
等
が
決
定
す
る
。

今
後
、
青
森
新
幹
線
延
伸
な

ど
大
き
な
事
案
、
ま
た
検
修
外

注
化
と
設
備
メ
ン
テ
見
直
し
事

案
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

国
労
の
存
在
感
を
示
す
と
き
。

そ
の
延
長
線
上
に
組
織
拡
大

が
あ
る
。

質
疑
討
論
を
経
て

経
過
・方
針
を
承
認

地
方
本
部
五
十
嵐
書
記
長
よ

り
大
会
以
降
の
経
過
と
方
針
等

が
一
括
提
起
さ
れ
、
休
憩
を
挟

ん
で
委
員
か
ら
の
質
疑
と
執
行

部
か
ら
の
答
弁
が
あ
り
、
最
終

的
に
五
十
嵐
書
記
長
の
集
約
答

弁
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
経
過
・
運
動
方
針
が

承
認
さ
れ
た
後
、
委
員
会
宣
言

が
提
案
・
承
認
さ
れ
、
全
て
の

議
事
が
終
了
。
山
田
議
長
が
退

任
し
、
中
島
副
委
員
長
が
閉
会

の
挨
拶
を
述
べ
、
最
後
に
橋
本

委
員
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で
終

了
し
た
。
【
委
員
の
発
言
と

答
弁
に
つ
い
て
は
後
日
掲
載
】

２
月
13
〜
14
日
、
国
労
仙
台

家
族
会
09
年
度
総
会
が
、
磐
梯

熱
海
温
泉
浅
香
荘
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
上
遠
野
副
会
長
の
挨

拶
で
開
会
し
、
主
催
者
を
代
表

し
て
真
屋
会
長
は
「
夫
た
ち
の

運
動
を
支
え
、
東
日
本
家
族
会

と
の
連
携
を
強
め
、
仙
台
家
族

会
の
組
織
を
拡
大
し
、
学
習
交

流
の
輪
を
広
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
東
北
交
運
共

済
よ
り
佐
藤
副
本
部
長
、
仙
台

地
本
佐
藤
婦
人
部
長
か
ら
挨
拶

を
受
け
、
ま
た
地
方
本
部
五
十

嵐
書
記
長
よ
り
情
勢
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

議
事
に
移
り
、
09
年
度
経
過

報
告
、
10
年
度
活
動
方
針
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
参
加
者
全
員
の
拍

手
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
10
年
度

役
員
に
つ
い
て
は
全
員
が
再
任

と
な
り
ま
し
た
。

引
続
い
て
の
講
演
で
は
、
Ｉ

女
性
会
議
（
日
本
婦
人
会
議
よ

り
名
称
変
更
）
郡
山
支
部
渡
辺

議
長
か
ら
活
動
報
告
を
し
て
頂

き
、
続
い
て
八
重
樫
郡
山
市
会

議
員
よ
り
、
男
女
共
同
参
画

（
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経

済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
享

受
で
き
る
社
会
形
成
）
に
つ
い

て
の
こ
の
間
の
経
過
と
現
状
報

告
を
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
講
演

を
真
剣
に
聞
き
な
が
ら
熱
心
に

メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

交
流
会
は
堀
口
副
会
長
の
乾

杯
で
ス
タ
ー
ト
。
会
に
は
新
潟

家
族
会
か
ら
３
名
、
水
戸
家
族

会
か
ら
４
名
、
仙
台
家
族
会
９

名
、
Ｏ
Ｇ
１
名
、
婦
人
部
２
名
、

家
族
会
の
夫
７
名
が
加
わ
り
賑

や
か
な
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

夫
た
ち
の
協
力
も
あ
り
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

特
に
水
戸
家
族
会
の
佐
藤
さ

ん
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
高
木
さ
ん

の
カ
ラ
オ
ケ
は
参
加
者
の
目
と

耳
を
ひ
き
つ
け
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
猪
苗
代
で
そ
ば

打
ち
体
験
や
藤
細
工
体
験
を
す

る
な
ど
、
終
始
和
や
か
な
交
流

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
両
日
に
亘
り
、
日
頃
奥

様
方
に
ご
苦
労
を
か
け
て
い
る

夫
た
ち
よ
り
、
世
話
役
活
動
に

汗
を
流
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
婦
人
部
発
】
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過日、通勤中に雪の影響により自家用

車が走行不能になり、出勤時間に間に合
わない為に出勤遅延になりました。
列車通勤の場合は、列車が遅れたとき
は通勤災害となりますが、車通勤の場合

はほとんど通勤災害とはなりません。
それで良いのでしょうか？
今回の場合、出勤時間には十二分に余
裕のある時間に自宅を出発しています。

当直に連絡を入れた時間も出勤時間の
前でした。
全ての労働者が鉄道沿線に自宅がある

訳ではありません。ましてや、出勤時間
が各ダイヤ毎に１分単位で違う乗務員の
勤務が現実としてあり、日々運用されて
いる以上、不可抗力等の事情による出勤

遅延は通勤災害と認めるべきと思います。
そうでなければ無理をして不便な列車
で通勤するか、出勤時間の何時間も前に

職場に到着する時間に出発するか、はた
また前泊をする以外には・・・。
これらの方法で出勤遅延を防止するし
かありません。労働者にだけ負担を強い

ている、現在の制度や運用を改める事が
必要だと思います。

１２月末から今月において、勤務発表

後に連日に亘り「休日勤務」要請が各運
転士に対して執拗に行われています。
どうしても断りきれずにしぶしぶＯＫ
をしている労働者も多くいます。

毎年実施されているダイヤ改「正」に
おいて、乗務員では各行路の出退勤時間
及び労働時間が明示されます。また、行
路順序表も明らかになります。

労働組合から見れば、全て満足のいく
物はありませんが、各労働組合が妥結を
して運用されています。

しかし、「休日勤務」は自らの意思に
より行う物です。現在の状況は不祥事も
ありますが、当初からの計画を見直しす
れば、「休日勤務」の要請は十分に回避

出来たと思われます。
また、これまでの要員が本当に適正だっ
たのでしょうか？

「休日勤務」で業務を回してきた付け
が表面化してきたと考えるべきです。
労働者が必要とする年休、臨時列車の
運行や必要な教育・訓練を受けさせる為

にも、十二分な要員の確保・配置を求め
ていこう。

小牛田運輸区分会より、以下二点の内容につ

いて投稿記事が寄せられたので掲載する。

同分会では掲示板にその内容を張り出し（写

真）同じ職場で働く仲間に呼び掛けている。


